
喉頭の発声1群への分化樫狂の示標の一つである

甲状軟付はS字状の左右側板が正中部で放合する

逆V字形を示し正巾上部が前方に突山していた｡

これは企出目･双手日･瀕的目に斑似する形状で

あった｡また喉97i茄軟冊の基部も2分しており,

かつその背側で微弱ながらも軟骨結合が認められ

た｡

以上の結果から喉琉軟骨の形態変化は系統的な

ものであり,詔長日の喉頭においてもなお,より

可動的で発声機能発現のための形態変化と連結様

式の進化(軟骨結合から乾布結合への変化 )が継

続していることを知った｡

サルの摂食中枢と他中枢部位との相互棉椎連

絡に関する研究
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目的 摂食行動の発現には視床下部外側野(L

HA)を中心とする神経回路網が重要な役割をも

つ ことを,昭和49-51年変の共同研究で同気生理

学的に明らかにした｡本研究ではさらfこHorsera-

diBhPeroxida8e(IIRP)法を用いて解剖学的

に,上記の屯気生理学的に狩られたLnAを中心

とする神経回路網の存在を調べることを目的とし

た｡

研究計画 アカゲザル2疎とアッサム1頭を用

いた｡ネンプタールの麻酔下でサルを脳定位固定

法長引こ固定し,1頭は脳地図に従い,他の2頭は

X線投影装置を使用してLHAに50%HRP溶萩

を0.1-OBJLe注入した｡そして48時間後に脳をパ

ラホルムアルデヒド-グルタールアルデヒド燐酸

接衝枚を用いて滞流固定し,連続凍結切片を作製

した｡HRP染色はジアミノベンチジンによって

発色させた後,租税切片をスライドグラスに胎布

し,顕微鏡下でERP陽性細胞を観察した｡

研究成果および考察

I)HRP陽性細胞すなわちLHAへ面接線維を

投射していると考えられる細胞は局桃体の遊民

外側核,梨状矧 こは多数,また下仰疎部にも相

当数みとめられた｡

ll)皮質では数は少ないが,運動野の4-5屑の

申～小型細胞,おJ:び体性感覚野の小型細胞に

HRP顕粒がみとめられた｡

=)これらの結果は用挑体,梨状煎,下仰U7i野,

皮質運動野おJ:び感覚野からLIIAへ田接投射

する線維が存在することを示す｡

lv)ll)の結果は皮TIm!動野から視床下部に出接螺

維迎格があることを示唆するが,lIRP注入時

に皮TI近伐の通過緑経を侮日rL,その柵只より
HRPがとりこまれ1=可能性も考えられ,今後

この点を厳密に検討したい｡

ニホンザルを用いた血管内凝固症候群(DIC)

の発症槻構に関する基礎的研究

- とくにEndotoxinの血液凝EEl,線溶.

キニン生成系ならびに補体系に及はす影
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(目的 ) erdotoxinShock,敗血症あるいは

DICの志塩物TIとしてendotoxin(ET)の坐休

に及ぼす彫守が注目されている｡今回の共同利用

研究においてはETの血絞殺聞,線溶,キニン生

成系ならびに補体系への彫掛こついて検討し,あ

わせてDIC発見のメカニズムについての考累を

行った｡

(方法 ) 実験には体誼(b)7-13kgのニホンザ

ル3頭を用いた｡ET(E.coli,DifcoCo.)の

0榔 島bwを24時間間隅で2回投与の場合,

ならびに1-5mgAgbl竹hrC9時間連続投与の

場合について経時的に抹血し.以下の項目につい

て測定した｡検査項目;血中ET,血小板,PT,

APTT'fibrinoger■F.X,F.Xa,prothJ･om-

birbLhrombin.弛びに他の投固系囚子,plA8m-

inogcn,pla8min,FDP)SFMG ATIla2-Ma-

croglohJlh p188mininllibitor'Cl-inACtiva-

tor'prekallikrein'hllikreirbC3-prOaCtiva-

tor,C3C,C4,CRP,RBGWBG Hb,Ht,Hemo

grwヽその他｡

(結果 ) 血中ETは投与後2-4時間は血中

に高濃度存在するが,その後急速に減少すること
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が認められた｡ET2回投与例について各因子の
変動は以下の如くであった｡WBCのET投与直
後の急激な減少,それに続く回復あるいは増加,

血小板の減少, fihrinogenの増加,F.Xの減少

とF.Xa,thrombin活性の出現,plasminogenの

減少とplasmin活性,FDPの出現,prekallik

reinの著しい減少とbllikrein活性の出現,

C3-prOaCtivator,C3C,C4の急激な減少と続く回

弘 AT皿,plaBmini血ibitorの変動などであ
る｡またET連続投与例については凝固系各因子

の省しい減少並びに.上記各因子の顕著な変動が観

群された｡また病理組織学的検索の結果,節,牌

等の微細血管に多数の血栓の形成が観察された｡

(総括 ) ETによるshock時,凝固,線溶,
キニン生成,補体系の総合的変動が認められ,D

IC発現にHaeman因子の関与が示唆された｡

心壷内伝串障害の実験的研究
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孜々はヒトの左脚前枝ブロックの成因を研究す

るために.イヌの左胸前枝切断実験を行ってきた

が,明確な結論が得られなかった｡この理由の1

つとしてヒトとイヌとの解剖学的な差異が考えら

れた｡そこでイヌよりヒトに体型が似ているサル

を対象として再実験を試みた｡

〔対象及び方法〕 こホンザル 3頭 をペント

バルビタールを用いて麻酔し,人工呼吸下で,コ

ントロールの標準12誘導心電図(心電図)と体表

面心臓Ttl位図(電位図 )を記録した｡胸骨正中切

開にて開胸後,コントロールの心外膜面興奮伝播

過程を調べた｡次に左房あるいは心尖よりナイフ

を挿入して左脚前校を切断し,切断後の心外膜面

舛額伝描過程を調べた.'開胸後吸引を行いながら

切断後の心唱図及び同位図を記録した｡電位図の

作成は従来の方法に従った｡実験終了後に心臓を

摘山し,肉眼的に切断部位を観察した｡

し紙果及び考窮〕 ､ニホンザルの左助分枝は扇

状に広がっており;これらを前枝と後枝の2本に

わけるのは凶難であった｡しかし,心室中隔左室

心l勺膜面のt)TJ半分の分枝は全例においてほとんど

U)噺されていた｡
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切断後に心電図ではⅠ誘導でQ波が出現し,Q
RS時間が平均10msec延長し,QRS昭気軸は

平均45変左方へ偏位した｡心外膜面の興奮伝播過

程は切断後左墓前柵壁の広い範囲で約10msedD迎

延を示したが他の部位の興蛮伝播過程には著明な

変化は生じなかった｡切断後の唱位図では,1)心

室興奮中期以後にみられる胸壁下部全体の負銃城

と,2)心室興奮後期にみられる左前胸部の正統城

が特徴的な所見であった｡

切断後の電位図は,器質的心疾恩を有し,左軸

偏位を皇する臨床例のそれとよく似ていた｡従っ

てこれらの症例に認められる左軸偏位のrli因の1

つとして左脚前校の障苔による左宝前仇壁の興額

の遅延が考えられた｡

77IJカン･ハンター･ギャザラーの生態な

らびに社会構造についての比較研究と総括

伊谷純一郎 ･制 日光雄･寺島秀明

(京大 ･召出)

原子令三(明治大･経営)

丹野 正 (東大 ･Z!u)

我々は,今日までに,カラハリのブッシュマン,

ザイールのムプティ･ピグミー,ムポチ,ウガン

ダのトクワ,タンザニアのハッザ,ケニヤのンド

ロボーなど,アフリカの代表的な狩猟抹災氏のす
べてについて調査を進めてきた｡これらの狩れ抹

袋民は,半砂漠,熱1,7'5降雨林,吃煉疎開林,tLJl也

柿,アカシア,サグTンナと,アフリカの主安な

植生相のすべてを援っており,各々の自然環境に

適応した多採な狩猟採集生活を営んでいる｡これ

までに袋田された資料にもとづいて,2回の研死

会をおこない,生態および社会梢道の両面からア

フリカの狩猟採集民の比較研究を試み,あわせて

ホミニゼーシr3ンへの理論化の問題を映解した｡

比較研究のために設定し,議論されたfE点項目

は次のとおりである｡1.自然環境,2.人聞く周辺

部族との関係を含む),3.狩猟と採袋の対乱 4.

サブシステンス･̀パターン,5.物質文化(住居を

含む), 6.狩猟採袋の方法,アクティヴィティ,

労働時間とその効率,7.食生活(栄養価,食物規

制などを含む),8.社会組織(バンドのレインジ,

社会構造,社会的相互作用等の社会行動など),I
9.デモグラフィー,10.5ィフ･ヒストリー,11自

然認知の体系,12儀礼などの象徴的行為,など｡


